
① 　1989年に国連で採択され、日本も1994年に批准した子供に関する条約を何というか。

（ ）

② 　1985年に制定された雇用における男女の平等を目指した法律は何か。

（ ）

③ 　1999年に制定され、男女が対等な立場であらゆる社会活動に参加する事を目指した法律は何か。

（ ）

知的障害者福祉法などが制定された。

製品に取り入れるデザインが工夫されている。

No.(　　　　)　　　　　年　　　　　組　　名前

共に暮らすことのできる社会を目指す（ｶ　　ノーマライゼーション　　）という考え方が広がり、

また、（ｷ　　ユニバーサルデザイン　　）のようにあらゆる人が利用しやすいよう、
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基本的人権・平等権 ①
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【2】 　次の文章の　ｱ～ｷ　にあてはまる語句を書き入れなさい。
5点×7

【1】
5点×7

　下の憲法第13条・14条の空欄　ｱ～ｷ　にあてはまる語句を書き入れなさい。

得点　　　　　　　　　　　/100

第14条

第13条

すべての人は（ｱ　　平等　　）権を持っているが、今も偏見に基づく（ｲ　　差別　　）がある。❶

されない。

【2】 　次の問いに答えなさい。

すべての国民は、（ｱ　　個人　　）として（ｲ　　尊重　　）される。

に反しない限り、立法その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。

生命、自由および（ｳ　幸福追求　）に対する国民の権利については、（ｴ　公共の福祉　）

すべての国民は、（ｵ　法の下　　）に（ｶ　　平等　　）であって、人種、信条、性別、

社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、（ｷ　　差別　　）

10点×3

アイヌ民族に対する（ｲ）の撤廃のため、1997年に（ｳ　　アイヌ文化振興法　　）が制定された。

また、障害者のある人への配慮から（ｴ　障害者基本法　）や身体障害者福祉法、

❷ 障がいのある人や高齢者などが快適に生活できるよう、様々な障壁を取り除くという考え方を

（ｵ　バリアフリー　）という。さらに障がいのあるなしにかかわらず、すべての人が共に生き、
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